
東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 2 4

3 4 2 4

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市文化祭や市民大学を主催するなど、地域文化向上を図る活動を行っており、運営補助は必要です。

有効性 文化協会は、施策・計画等の指針となる組織の一つであり、その活動は、地域文化の向上に寄与し、文化行政の支えとなります。

達成度

生涯学習課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 5,394 5,372 5,372

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会教育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

会員の高齢化により、役員の負担が増加傾向にあります。また、コロナ禍で縮小した活動を元に戻すためにはマンパワー不足が見受けられます。

効率性 文化協会は加盟団体から負担金を徴収しています。また、規模に対して効率的な補助を行っています。

改　革
計　画

地域文化向上のため、引き続き支援を続けます。また、公民館を利用する団体に文化協会への加盟をお願いすることなどを試みます。

今後の方向性 現状維持

加盟団体会員の高齢化により、会員数が減少していますが、新規加盟団体も少数ながらあることから、減少幅は抑えられています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

新型コロナウイルス感染症の影響や会員の高齢化により会員数が減少傾向にあるため、組織体制の見直しや会員確保のために新規
サークルの育成に努めるなど、東温市の文化の火を絶やさないよう支援してください。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,710 1,710 1,710

0.580 3,684 0.580 3,662 0.580 3,662

計(Ａ) 1,710 1,710 1,710

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

団体数 組織の維持・拡大 団体
50 50 50 65

40 37

会員数 組織の維持・拡大 人
600 600 600 850

527 492

指標名

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.lg.jp

１ 地域文化の継承・発展と文化財の保存・活用

事業区分

事業の目的 地域文化の向上を図るため。 根拠法令等
東温市社会教育関係団体等補助金交付要綱、東温市文化協
会会則

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ４ 文化・スポーツの推進

024 1019 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

社会教育総務関連各種団体補助金（文化協会育成事業）

市民の文化芸術への関心を促し、文化協会を支援します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 東温市教育大綱

活動内容

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会教育係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 補助等 実施計画

東温市文化祭の開催

市民大学の開催

達成度を
測る指標

mailto:syogaigakusyu@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 1

昭和 56 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 3

公民館管理費（中央公民館管理事業）

適切な維持管理に努めます。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会教育係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 直営 実施計画

公民館修繕

公民館貸出し

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.lg.jp

１ 学びあい高めあう生涯学習の推進

事業区分

事業の目的 施設利用者が安全・快適に使用するため。 根拠法令等 社会教育法、東温市公民館条例等

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ３ 生涯学習社会の推進

024 1044 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

年間利用者数 延べ利用者数 人
35,000 35,100 35,200 35,500

35,455 35,207

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 816 804 797

一般財源 17,846 14,227 15,245

1.000 6,351 1.000 6,313 1.000 6,313

計(Ａ) 18,662 15,031 16,042

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会教育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

昭和56年から利用開始している施設ですが、大規模改修を実施しています。今後利用していく上で日常的な修繕・整備を実施し円滑な管理運営
に努めることが必要です。また、施設だけでなく備品の買替や修繕を実施する必要があります。

効率性 電気代など施設の維持管理にかかる経費が年々増していますが、経費節減につながるような管理に取り組みます。

改　革
計　画

中央公民館単体で考えるのではなく、他の生涯学習課管理施設との整合を図りながら修繕・整備を実施していきます。

今後の方向性 現状維持

公民館を貸し出すことで、各種団体の活動の場を提供できています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

東温市民の生涯学習活動の場として、また文化施設として重要な拠点施設となっています。
また、市をはじめ各種団体の会議・会合などにも盛んに利活用されており、今後もその役割はますます重要となることから、適切な維持管
理と貸館運用をしてください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 30,127 26,420 27,431

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 2.425 5,114 2.425 5,076 2.425 5,076
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

地域住民が集う場として、また生涯学習や地域文化振興の拠点として必要不可欠です。

有効性 生涯学習の拠点として必要な施設であり、施設管理は必要です。

達成度

生涯学習課長
総　合
評価点

mailto:syogaigakusyu@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 3

公民館管理費（川内公民館管理事業）

適切な維持管理に努めます。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会教育係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 直営 実施計画

公民館修繕

公民館貸出し

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-966-4721 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.lg.jp

１ 学びあい高めあう生涯学習の推進

事業区分

事業の目的 施設利用者が安全・快適に使用するため。 根拠法令等 社会教育法、東温市公民館条例等

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ３ 生涯学習社会の推進

024 1066 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

年間利用者数 延べ利用者数 人
17,000 17,000 17,200 17,500

16,356 17,259

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 408 402 12,899

一般財源 26,891 18,688 40,782

0.347 2,204 0.347 2,191 0.347 2,191

計(Ａ) 27,299 19,090 53,681

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会教育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

昭和53年から利用開始している施設ですが、大規模改修を実施しています。今後利用していく上で日常的な修繕・整備を実施し円滑な管理運営
に努めることが必要です。また、施設だけでなく備品の買替や修繕を実施する必要があります。

効率性 電気代など施設の維持管理にかかる経費が年々増していますが、経費節減につながるような管理に取り組みます。

改　革
計　画

川内公民館単体で考えるのではなく、他の生涯学習課管理施設との整合を図りながら修繕・整備を実施していきます。

今後の方向性 現状維持

公民館を貸し出すことで、各種団体の活動の場を提供できています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

当施設は、主に川内地区の市民の生涯学習活動の場として、また文化施設として重要な拠点施設となっています。
また、市をはじめ各種団体の会議・会合などにも盛んに利活用されており、今後もその役割はますます重要となることから、適切な維持管
理と貸館運用をしてください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 33,042 24,793 59,384

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 1.678 3,539 1.678 3,512 1.678 3,512
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

地域住民が集う場として、また生涯学習や地域文化振興の拠点として必要不可欠です。

有効性 生涯学習の拠点として必要な施設であり、施設管理は必要です。

達成度

生涯学習課長
総　合
評価点

mailto:syogaigakusyu@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 8

平成 30 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 4 4

3 4 3 3

学校・家庭・地域連携推進事業（放課後わくわく教室開催業務）

放課後における子どもたちの居場所を確保し、各種体験活動を充
実させます。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 東温市教育大綱

活動内容

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会教育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

体を動かす体験活動

工作活動

実験活動

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.lg.jp

１ 学びあい高めあう生涯学習の推進

事業区分

事業の目的
様々な体験活動を通じて、仲間と協力して自ら行動する力を養うた
め。

根拠法令等 地域ぐるみで育むえひめっ子未来創造事業実施要領

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ３ 生涯学習社会の推進

024 1083 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

受講倍率 受講希望者数/定員数 %
100 100 100 100

101 130

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 1,148 1,412 1,000

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 574 706 500

2.000 12,702 2.000 12,626 2.000 12,626

計(Ａ) 1,722 2,118 1,500

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会教育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

放課後教室の最終目標として、市内全小学校での実施を目指していますが、生涯学習課直営だけで実施することは、マンパワー不足は否めませ
ん。

効率性 適切な範囲で受講者に費用の自己負担をお願いするなど、可能な限り予算をかけない方法で実施しています。

改　革
計　画

地域団体や社会教育に関係するような団体に業務委託する必要があります。

今後の方向性 拡大・充実

定員を超える応募がある教室もあることから、多くの家庭や児童からニーズがある事業です。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

学校・家庭・地域連携推進事業（放課後わくわく教室開催業務）については、市内全小学校7校での実施を目指して、運営方法等を検
討してください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 16,111 16,418 15,800

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.800 1,687 0.800 1,674 0.800 1,674
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 民間委託等

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

社会に開かれた教育課程を実現するため、地域と学校の連携・協働体制を構築し、子どもたちの教育環境を向上させていく事業です。

有効性 学年を超えた児童間の交流や、放課後の空き時間を有効活用し自主性や想像力、協調性を育てるのに有効な事業です。

達成度

生涯学習課長
総　合
評価点

mailto:syogaigakusyu@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 6

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 3

4 4 3 4

体育施設管理運営費

体育施設を設置し管理運営を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 生涯学習課 係　　名 スポーツ振興係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

体育施設の管理及び運営業務を行いました。

民間のノウハウを活用した経費の削減及びサービス向上を図
るため一部の体育施設について指定管理者制度を導入して
います。

総合公園庭球場にて暑さ対策のため、サマータイムを実施し
ました。

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.lg.jp

２ スポーツ活動の充実・促進

事業区分

事業の目的
市民等の健康増進、地域連帯感の醸成及び体育振興による交流
を図るため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ４ 文化・スポーツの推進

024 2001 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

使用料 使用料収入の年間積算 千円
18,818 18,818 20,909 23,000

21,191 21,563

体育施設利用者数 延べ利用者数 人
345,330 345,330 345,330 360,000

173,783 178,366

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 21,191 21,563 20,909

一般財源 0 27,956 31,862

1.371 8,707 1.371 8,655 1.371 8,655

計(Ａ) 21,191 49,519 52,771

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 スポーツ振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

施設や設備の老朽化により劣化や機器の故障が発生しており、修繕が必要なことから、財政的な負担が課題となっています。また、使用料につい
て、キャッシュレス決済の要望があります。

効率性
ツインドーム重信、農林業者トレーニングセンター、川内体育センター、総合公園体育施設について、指定管理者制度を導入することで、経費の削
減と施設の管理運営の効率化を図ることができています。

改　革
計　画

出来るだけ早く修繕を行い、機器の更新等を計画的に行います。また、使用料のキャッシュレス決済の検討を行います。

今後の方向性 拡大・充実

暑さ対策のために総合公園庭球場でサマータイム制度を導入するなど、市民の利用を促進するよう努めています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

施設使用者の利便性を考慮しながら、施設予約システム及び使用料のキャッシュレス決済の検討をしてください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 31,404 59,669 62,921

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.714 1,506 0.714 1,494 0.714 1,494
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市民等の健康増進及びスポーツ意識の向上を図り、体育施設を快適に利用できるよう、施設の維持管理に努める必要があります。

有効性
市主催の大会をはじめ、一般大会の開催状況が、コロナ前に少しづつ戻りつつあり、スポーツ活動を通じた生涯スポーツの普及と促進が図られて
います。

達成度

生涯学習課長
総　合
評価点

mailto:syogaigakusyu@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

保健体育総務関連各種団体補助金

各スポーツ団体への補助金交付、業務委託、事務局業務及び全国
大会出場者等に対する激励金交付を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 東温市スポーツ推進計画

活動内容

課　　名 生涯学習課 係　　名 スポーツ振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 補助等 実施計画

スポーツ協会の活動支援 全国大会出場者等に対する激励金交付

スポーツ少年団の活動支援

スポーツ少年団指導者協議会の活動支援

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.lg.jp

２ スポーツ活動の充実・促進

事業区分

事業の目的
スポーツ関係団体及び全国大会出場者を支援することにより、ス
ポーツ振興を図るため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ４ 文化・スポーツの推進

024 2018 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

スポーツ協会会員数
活動の活性度の目安として分かり
やすいため

人
1,500 1,500 1,500 1,500

1,073 1,025

スポーツ少年団会員数
活動の活性度の目安として分かり
やすいため

人
400 400 400 400

286 310

全国大会出場者激励金給付
人数

事業の成果として分かりやすいため 人
100 100 100 120

80 105

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 130 0

一般財源 3,555 4,291 4,167

0.106 673 0.106 669 0.000 0

計(Ａ) 3,555 4,421 4,167

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 スポーツ振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

スポーツ協会は人口動態（少子高齢化・人口減少）等により、会員数が減少傾向にあり、市のスポーツ振興施策の受け皿としてその体制強化が求
められます。

効率性
スポーツ協会は組織規模に対し適切な補助であり、大会開催で県補助の活用等のコスト削減努力が見られます。激励金は近隣自治体と大きな差
異なく適切です。スポーツ少年団等は、内容的にコスト評価になじみません。

改　革
計　画

新規会員募集の周知・広報等の強化を行います。

今後の方向性 方法改善

新型コロナウイルス感染症の影響に伴うリーグ戦中止等によりスポーツ協会会員数が若干減少しました。一方、激励金は大会がコロナ前の開催状
況に戻りつつあり、件数が大幅に増加しています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

人口減少等により、会員数が減少傾向にありますが、ジュニア育成等、会員の増加に繋がるような、イベントの開催を検討してください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 4,232 5,094 4,167

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.002 4 0.002 4 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

団体補助・激励金ともに市のスポーツ振興を図る上で重要な施策であり、各団体とも市のスポーツ振興事業に深く関わっていることから、引き続き事
業を実施する必要があります。

有効性 本事業は、スポーツの普及促進及びスポーツを通じた市民の交流促進、健康増進等で重要な役割を果たしており、有効性は高いです。

達成度

生涯学習課長
総　合
評価点

mailto:syogaigakusyu@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 6

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 3

4 4 3 3

図書館本館管理運営事業

施設の維持管理を適切に行い、多様な図書・記録等を収集し整理
保存することによって、利用者にとって、魅力的な図書館づくりを推
進します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 生涯学習課 係　　名 文化振興係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 直営 実施計画

各種講座の開催

図書資料の貸出配本

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-3414 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.lg.jp

２ 読書活動の推進と図書館利用の促進

事業区分

事業の目的
情報の発信と提供により、利用者の教養の向上と自己表現力の養
成に供し、市民文化の向上を図るため。

根拠法令等 東温市立図書館条例

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ３ 生涯学習社会の推進

024 3001 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

東温市立図書館来館者数 年間来館者数 人
94,000 94,000 94,000 94,000

91,270 93,377

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 52 14,210 12,157

一般財源 33,365 33,892 34,449

1.476 9,374 1.783 11,256 1.987 12,544

計(Ａ) 33,417 48,102 46,606

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 文化振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

建物が建築から30年以上が経過しており、年数経過による劣化が原因と思われる修繕が多くなってきています。

効率性 様々な年代の人が楽しめる図書の特集展示を行うなど、低費用で効果的な運営を図っていきます。

改　革
計　画

定期的な施設の見回りを行うことで、修繕個所を早期発見し、早期の修繕につなげていきます。

今後の方向性 拡大・充実

図書館1階2階の蛍光灯照明をLED照明に改修するなど、施設環境を整備しました。また、多様な図書・記録等を収集し、的確な情報提供を行いま
した。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

人口減少社会に加え読書離れが進む中、使用者の利用促進のためのイベントの企画や利用者が快適に利用できるよう環境整備に努
めてください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 50,852 67,768 70,527

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 3.822 8,061 4.018 8,410 5.436 11,378
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

図書館は、住民すべての自己教育に資するとともに、住民が情報を入手し、知る自由を保障する場所として必要です。

有効性
単に知識を習得するだけでなく、想像力、思考力、判断力等を培い、豊かな感情や心を育てる場所として、読書環境の整備を行います。また、資料
の貸出だけでなく、各種講座の開催やお話し会など、様々な企画をするよう努めます。

達成度

生涯学習課長
総　合
評価点

mailto:syogaigakusyu@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 6

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 4

4 4 2 4

移動図書館管理運営事業

地域ごとのニーズにあった図書を積載し、すべての住民が公平に
図書館サービスを受けられるよう、市内各地を巡回します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 生涯学習課 係　　名 文化振興係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 直営 実施計画

図書資料の貸出配本

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-3414 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.lg.jp

２ 読書活動の推進と図書館利用の促進

事業区分

事業の目的
図書館が利用しにくい地域の住民に対して、屋外の身近な場所で
図書館サービスが受けられるようにするため。

根拠法令等 東温市立図書館条例

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ３ 生涯学習社会の推進

024 3020 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

移動図書館来館者数 年間来館者数 人
4,200 4,200 4,200 4,200

4,140 3,745

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0 図書館本館と併せて予算計上
し、管理・運営を行っているた
め、024-3001【図書館管理運
営費（図書館本館管理運営事
業）】に併せて計上を行ってい
ます。

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 0 0

0.095 603 0.106 669 0.106 669

計(Ａ) 0 0 0

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 文化振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

移動図書館の老朽化が見られ、部分的な修繕等が必要な箇所があります。

効率性 年間の貸出冊数が分館並み程度あり、利用者も多いことから、効果的に運営できています。

改　革
計　画

車両のメンテナンスを丁寧に行い、車両の長寿命化に努めます。

今後の方向性 拡大・充実

図書館が利用しにくい地域の住民に対し、地域ごとのニーズにあわせた本を積載し、訪問することで、すべての人が図書館サービスを受けられるよ
う努めました。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

分館のステーションの利用者の多くは高齢者になっており、需要があると考えますので、設置するステーションの検討及び利用者のニー
ズに沿った図書の配置など工夫するよう努めてください。加えて、移動図書館車の日ごろのメンテナンスをお願いします。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 2,761 2,890 2,915

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 1.023 2,158 1.061 2,221 1.073 2,246
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

図書館は、住民すべての自己教育に資するとともに、住民が情報を入手し、知る自由を保障する場所として必要です。

有効性 単に知識を習得するだけでなく、想像力、思考力、判断力等を培い、豊かな感情や心を育てる場所として、読書環境の整備を行います。

達成度

生涯学習課長
総　合
評価点

mailto:syogaigakusyu@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 1

平成 21 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

文化財保護事業(埋蔵文化財試掘・本発掘事業)

「周知の埋蔵文化財包蔵地」内における土木工事等をしようとする
際に試掘・調査等を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 生涯学習課 係　　名 文化振興係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

土木工事等が周知の埋蔵文化財包蔵地に該当しないかどう
かの事前協議

県教委からの指示を申請者へ送付

事業者から市へ周知の埋蔵文化財包蔵地での試掘・確認調
査依頼

試掘・確認調査の報告書を作成し、県教委へ進達

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-0701 メールアドレス rekimin@city.toon.lg.jp

１ 地域文化の継承・発展と文化財の保存・活用

事業区分

事業の目的 国民的財産である文化財を保護し、後世に伝えていくため。 根拠法令等 文化財保護法

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ４ 文化・スポーツの推進

024 3041 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

試掘調査件数
土木工事等をしようとする際に実施
するものであるから

件
5 5 5 5

4 4

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,114 1,169 2,693

0.076 480 0.076 477 0.076 477

計(Ａ) 1,114 1,169 2,693

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 文化振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

考古学に精通した職員がいないため、発掘調査が外注となっており、専門的な見地から客観的な判断が難しい状況となっています。

効率性 文化財保護審議会の意見を尊重しながら事務を進める必要があり、審議会委員への的確な情報提供を行います。

改　革
計　画

文化財保護審議会の体制強化を図るため、東温史談会員等から専門分野での人材確保を検討します。

今後の方向性 民間委託等

後世に伝えるべき文化財は指定し、保存事業の対象としています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

専門知識（考古学）をもった職員がいないため、報告書の作成については文化財保護審議会委員にお願いするほか、委託業者に報告
書を含めた発掘調査を委託できるよう契約方法などの工夫をしてください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,647 1,699 3,223

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.025 53 0.025 52 0.025 52
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

国民の文化財は市民のかけがえのない財産であり、これらを保護することは、本市の文化行政で欠くことができないものです。

有効性 文化財保護審議会の開催は、市指定文化財保護育成事業や、文化財の保護に成果を上げており、有効です。

達成度

生涯学習課長
総　合
評価点

mailto:rekimin@city.toon.lg.jp

